
１２月２日 R.Y.U.S.E.I
（水）郡山市在 「流星」の曲に
住のインストラ 合わせて振りを
クター島田先生 覚え、どの児童
を講師としてお も集中してのび
招きし、５・６ のびと身体表現
年生のダンス教 を楽しんでいま
室を行いました。 した。

児童会環境委員会の子ど
も達を中心に全校生・教職
員へ募金を呼びかけ、１１
月３０日から１２月２日まで朝の時間を利用して募金活動を行いました。３日間で集
まった募金は１２月４日（金）昼休み校長室に於いて、代表の６年生児童から田村市
社会福祉協議会の方に寄託しました。皆様のご協力に感謝いたします。
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ダンス教室 ５・６年生

ダンス教室は想像していたよりも楽しかったです。
ランニングマンのダンスは、コツを聞きながらゆっ
くり練習しました。曲を流しながら踊るのが一番楽
しいです。とてもいい思い出になりました。

準備体操はテレビでやっているＥＸ体操でした。
難しかったです。「流星」の曲の最初から最後ま
で踊ったので、達成感があり、楽しかったです。

ランニングマンはゆっくり踊ると簡単
ですが、曲に合わせてみると少しアタ
フタで大変でしたが、楽しかったです。

○と ともに生きる子ども ○き きそい合う子ども ○わ わたしから行動する子ども



＜スローガン＞ 早めから つけるライトで 消える事故

常葉小「生活の約束」 と 飛び出し危ない、車は急に止まれない
き 危険な遊び、心のブレーキ

みんなで呼びかけ けが用心
わ わたしから、すすんであいさつ

近年「小１プロブレム」と呼ばれる問題がニュースなどでも取り上げられ、学校関係者だけ
でなく家庭でも注目されるようになってきていると思います。保育園や幼稚園では「環境を通
して行う教育」が基本となっており、遊びや生活の中でゆったりと生活していた幼児が、小学
校に入学した当初、教科等の学習と時間割に基づいた学校生活にうまく適応できない問題を「小
１プロブレム」と言います。本校では「幼・小の学びの連続」を考慮し、年長児がスムーズに
小学校生活をスタートできるよう、幼・小・中連携事業の一環として、平成２５年度から年長
児と小学１年生との「わくわく集会」を実施してきました。
１２月４日（金）常葉幼稚園の年長児３４名と担任の先生２名が来校してくださいました。

始めに、体育館であいさつや自己紹介をし、全員で「エビカニ体操」を踊りました。次に年長
児の「ザ・太鼓～空へ」の踊りを見せてもらいました。その後、１年教室とプレイルームへ移
動して、１年生が作った６つのお店屋さんで遊びました。「どんぐりごま」「松ぼっくりけん玉」
「的入れ」「シュートゲーム」「とんとん相撲」「迷路」、年長児はいきいきと遊び、１年生はい
ろいろとお世話をしていました。１年生は幼稚園の先生にお会いできたのもとても嬉しかった
ようです。１年生が楽しんでもらおうと一生懸命もてなす姿は大変、頼もしく成長を感じまし
た。降雪で寒い日でしたが、それを吹き飛ばすくらい楽しい交流会となりました。常葉幼稚園
の皆さん、ありがとうございました。

校長先生に指導していただいて、全校生が年賀状を作りました。
【５年吉田さんの作品】 本日夕方より、「常葉郵便局」と「ハイリャンセ」に展示いたします

ので、皆様、ご覧になってください。

１年生 常葉幼稚園年長児と「わくわく交流会」




